
眼科学 H30 年度業績 
 
Ⅰ．講演（学会・研究会、国際学会、地域の講演会、ポスターセッション、一般向け公開講座等） 
 
1. 山田昌和：充血を見たら前眼部疾患の鑑別ポイント．第 12 回九州眼科アカデミー，福岡，

2018 年 4 月 14 日． 

 

2. 井上真：難治症例へのチャレンジ硝子体手術．第 3回中四国 Retina Conference，高松，2018

年 4 月 14 日． 

 

3. 平形明人：緑内障眼に合併する網膜分離様所見と治療．第 75 回栃木県眼科集談会，栃木県

下野，2018 年 4 月 15 日. 

 

4. 平形明人：乳頭ピット黄斑症．第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

5. 山田昌和：全身薬による眼表面の副作用．教育セミナー，最近話題になる全身薬と眼副作用．

第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月 19 日−4 月 22 日. 

 

6. 山田昌和：眼科術後感染の予防と対策．第 67 回専門医制度講習会，第 122 回日本眼科学会

総会，大阪，2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

7. 井上真：Swept Source DRI OCT Triton 活用ガイダンス．SS-OCT は術後診療をどう変えたか？．

第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月 19 日−4 月 22 日. 

 

8. 井上真：増殖膜への処理を再考する「膜処理」第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4

月 19 日−4 月 22 日. 

 

9. 北善幸，齊藤恒浩，村井顕子，五月女典久，堀江大介，平形明人：原発開放隅角緑内障にお

ける視神経乳頭周囲 OCTパラメーターと機能検査の相関．第122回日本眼科学会総会，大阪，

2018 年 4 月 19 日-22 日． 

 

10. 佐野公彦，井上真，伊東裕二，廣田和成，厚東隆志，平形明人：PDR における 25ゲージ手術

と 27ゲージ手術の比較検討．第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

11. 安藤良将，慶野博，宮東昭彦，梅澤一夫，平形明人，岡田アナベルあやめ：ヒト網膜色素上

皮細胞株に対する NF-κB阻害剤 DHMEQの抗炎症効果の検討その2. 第 122回日本眼科学会総

会，大阪，2018 年 4 月 19 日−4 月 22 日. 

 



12. 津田麻祐子，慶野博，中山真紀子，倉井大輔，高橋あずさ，渡辺交世，岡田アナベルあやめ：

CMV網膜炎を発症した Good症候群の 1例．第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月

19 日−4 月 22 日. 

 

13. 山田健司，佐野公彦，井上真，高橋洋如，加藤悠，伊東裕二，北善幸，廣田和成，厚東隆志，

平形明人：当院での網膜剥離に対する手術の比較検討．第 122 回日本眼科学会総会，大阪，

2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

14. 馬場隆之，坂本泰二，平形明人，山本修一，西塚弘一，厚東隆志，山切啓太，門之園一明，

大路正人，山下英俊，小椋祐一郎，網膜硝子体学会疾患登録委員会：網膜硝子体学会・治療 

情報データベース事業に於ける裂孔原性網膜剥離の術後 3ヶ月成績．第 122 回日本眼科学会

総会，大阪，2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

15. 小笠原雅，山本亜希子，丸子一朗，坂垣可奈子，長谷川泰司，荒川久弥，中山真紀子，古泉

英貴，岡田アナベルあやめ，飯田知弘，石龍鉄樹：「滲出型加齢黄斑変性治療に対する１か

月毎 Treat and Extend 法の予後予測因子」第 122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月

19 日-22 日． 

 

16. 重安千花：患者背景からみた感染性角膜炎の起炎菌の動向．第 122 回日本眼科学会総会，大

阪，2018 年 4 月 19 日-22 日. 

 

17. 重安千花：患者満足度を科学する～ドライアイ患者さんの患者満足の向上をめざして～．第

122 回日本眼科学会総会，大阪，2018 年 4 月 19 日-22 日． 

 

18. Ruriko Hayakawa, Syunichi Morikawa, Kaori Komoike, Shuji Kitahara, Kazuhiko Shimizu, 

Masae Morishima, Hiroki Fujieda, Taichi Ezaki: Choriocapillaris during MNU-induced photoreceptor 

cell degeneration in mice、第 122 回 日本眼科学会総会、大阪、2018 年 4 月 19-22 日． 

 
19. 井上真：網膜剥離術後の white dots．第 51 回 RETINAの会，大阪，2018 年 4 月 21 日． 

 

20. 慶野博：ぶどう膜炎診療アップデート．第 14 回北関東眼科病院研究会，宇都宮，2018 年 4

月 26 日. 

 
21. Hirakata A: Retinoschisis Associated with Glaucomatous Optic Disc Cupping. The 25th Anniversary 

Meeting of the Retina Center at Pali Momi Medical Center an International Vitreoretinal Symposium, 

USA, April 27th-29th, 2018. 

 



22. Hirakata A: Surgical Treatment for Myopic Traction Maculopathy. The 25th Anniversary Meeting of 

the Retina Center at Pali Momi Medical Center an International Vitreoretinal Symposium, USA, April 

27th-29th, 2018. 

 
23. Hirakata A: RETINAWS(video session). The 25th Anniversary Meeting of the Retina Center at Pali 

Momi Medical Center an International Vitreoretinal Symposium, USA, April 27th-29th, 2018. 

 
24. Tsuda M, Keino H, Nakayama M, Kurai D, Takahashi A, Watanabe T, Okada AA. Compromised optic nerve 

head blood flow in cytomegalovirus retinitis. ARVO2018, USA, April 29th-May 3rd, 2018. 

 
25. Mochizuki M, for the IWOS group (including Okada AA). Revised International Criteria for the Diagnosis 

of Ocular Sarcoidosis. ARVO2018, USA,  April 29th-May 3rd, 2018. 

 
26. Kato Y, Inoue M, Hirakata A: Quantification of the images obtained with Optos 200Tx and Optos 

California. ARVO2018, USA, April 29th-May 3rd, 2018. 

 
27. Ito Y, Inoue M, Hirakata A: Foveal architectural alterations following internal limiting membrane 

peeling for high myopic retinoschisis identified with intraoperative optical coherence tomography. 

ARVO2018, USA, April 29th-May 3rd, 2018. 

 
28. Baba T, Sakamoto T, Kawasaki R, Hirakata A, Yamamoto S, Nishitsuka K, Koto T, Yamakiri K, 

Kadonosono K, Ohji M, Yamashita H, Ogura Y: Analyses of data in Japanese Retina and Vitreous 

Society registry on eyes with rhegmatogenous retinal detachments. ARVO2018, USA, April 

29th-May 3rd, 2018. 

 
29. Storey P, Wolfe J, Todorich, Shah AR, Koto T, Abbey A, Morizane Y, Jeng-Miller K, Chin E, 

Williams P, Shiraga F, Hirakata A, Garg S, Yonekawa Y. Endophthalmitis Rates of Ranibizumab in 

Pre-Filled Syringes Compared to Vials. ARVO2018, USA, April 29th-May 3rd, 2018. 

 
30. 井上真：抗 VEGF薬の治療．調布市眼科医会学術講演会，調布，2018 年 5 月 10 日． 

 

31. 山田昌和：指定難病としての前眼部形成異常．第 9回東京多摩眼科連携セミナー，三鷹，2018

年 5 月 12 日． 

 

32. 満川忠宏，鈴木由美，平形明人，朽名悟，吉野浩，楊國昌：播種性血管内凝固症候群を伴う

急性前骨髄急性白血病にみられた網膜出血の1例．第9回東京多摩眼科連携セミナー，三鷹，

2018 年 5 月 12 日. 

 



33. 井上真：網膜剥離Ⅱ：硝子体手術＋水晶体関係．第 17 回 硝子体手術ビデオセミナー「一日

でわかる硝子体手術」，東京，2018 年 5 月 13 日． 

 

34. 井上真：パネル．興味ある症例．第 17 回 硝子体手術ビデオセミナー「一日でわかる硝子体

手術」，東京，2018 年 5 月 13 日． 

 

35. 井上真：パネル．トラブルシューティング．第 17 回 硝子体手術ビデオセミナー「一日でわ

かる硝子体手術」，東京，2018 年 5 月 13 日． 

 

36. 北善幸：意外と身近な緑内障～その診断から治療まで～．第 143 回府中市薬剤師会定例研修

会，府中，2018 年 5 月 16 日． 

 

37. 山田昌和：ドライアイの診かた，考えかた Update．第 6回東海網膜角膜セミナー，名古屋，

2018 年 5 月 17 日． 

 

38. 安藤良将，北善幸，高橋洋如，井上真，平形明人：中等度近視眼のコーヌス内ピットに伴う

黄斑剥離の 1例．第 2回日本近視学会総会，大阪，2018 年 5 月 19 日． 

 

39. 方雨新，徐嫻，横井多恵，篠腹宏成，平形明人，岩田岳，角田和繁，Jost B Jonas，大野京

子：Posterior staphylomas in eyes with retinitis pigmentosa without high myopia．

第 2回日本近視学会総会，大阪，2018 年 5 月 19 日-20 日. 

 

40. 厚東隆志：Vitrectomy for myopic traction maculopathy and it's imaging. 第 2 回日本

近視学会, 大阪，2018 年 5 月 19 日-20 日. 

 

41. 厚東隆志：黄斑円孔網膜剥離で学ぶ強度近視の硝子体手術．第 2回日本近視学会，大阪， 2018

年 5 月 19 日-20 日. 

 

42. 安藤良将，北善幸，高橋洋如，井上真，平形明人：中等度近視眼のコーヌス内ピットに伴う

黄斑剥離の 1例．第 2回日本近視学会総会，大阪，2018 年 5 月 19 日-20 日. 

 

43. 北善幸：緑内障診断と治療のトピックス．東多摩北部眼科医会講演会，武蔵野，2018 年 5 月

23 日． 

 

44. 井上真：術中 OCT を駆使した硝子体手術．第 14 回 OG眼科研究会，神戸，2018 年 5 月 26 日． 

 

45. 厚東隆志：近視性牽引黄斑症．第 51 回日本眼科講演会東京ブロック講習会, 東京，2018 年

5 月 26 日． 

 



46. 松木奈央子：私の白内障手術について．第５回 EPO の会，八王子，2018 年 5 月 23 日． 

 

47. 井上真：術中 OCT を駆使した硝子体手術．第 12 回四国 Eyeランドセミナー，高松，2018 年 6

月 3日． 

 

48. 厚東隆志：最先端のデバイスを使いこなす． Alcon Vit Area Seminar in Hiroshima，広島，

2018 年 6 月 3日. 

 

49. 山田昌和：PRO (Patient Reported Outcome) を重視したドライアイ診療．大塚 Webセミナ

ー，東京，2018 年 6 月 13 日． 

 

50. 井上真：難治症例に対するチャレンジ硝子体手術．第 21 回新潟眼科手術研究会，新潟，2018

年 6 月 16 日． 

 

51. 厚東隆志：糖尿病網膜症の治療 Up Date～DMEを中心に～. 第 7 回多摩眼科学術セミナー, 東

京，2018 年 6 月 16 日. 

 
52. Hirakata A: Surgical Controversies in Vitrectomy for Retinal Detachment: The Debate. Summary and 

Final Questions. WOC 2018, Spain, June 16th-19th, 2018. 

 
53. Hirakata A: What is New in Vitreo-retinal Surgery 2018: A Video Symposium. WOC 2018, Spain, 

June 16th-19th, 2018. 

 
54. 山田昌和：Tear Film Stabilityと Tear Film Lipid Layer の関係．第 12 回箱根ドライアイ

クラブ，小田原，2018 年 6 月 22 日． 

 

55. 加藤悠：必見！Optos California．Optos Seminar in Tokyo，東京，2018 年 6 月 23 日． 

 

56. 厚東隆志：糖尿病網膜症の治療 Up Date～DMEを中心に～．第 3回糖尿病眼合併症内科眼科

連携研究会, 東京，2018 年 6 月 29 日． 

 

57. 井上真：パネリスト．多焦点眼内レンズ特設セカンドオピニオン外来，第 33 回 JSCRS 学術

総会ランチョンセミナー，東京，2018 年 6 月 30 日． 

 

58. 井上真：眼内炎治療アップデート．JSCRSプラクティス．感染性眼内炎をこう防ぐこう治す．

第 33 回 JSCRS 学術総会教育セミナー，東京，2018 年 7 月 1日． 

 

59. 平形明人：ビデオから学ぶ乳頭ピット黄斑症の病態．硝子体症例研究会，千葉市，2018 年 7

月 6日. 



60. Inoue M: Intraoperative OCT for myopic macular hole and macular hole retinal detachment. The 5th 

Annual Meeting of Asia-Pacific Ocular Imaging Society Kwan Retinal Imaging Symposium, Korea, 

July 6th-7th, 2018. 

 
61. 満川忠宏，鈴木由美，百田陽介，鈴木駿，浜由起子，山田昌和：前眼部 OCT を用いた調節麻

痺剤点眼による前眼部形態への影響．第 74 回日本弱視斜視学会総会，倉敷，2018 年 7 月 6

日． 

 

62. 百田陽介，鈴木由美，満川忠宏，鈴木駿，久須見有美，浜由起子，山田昌和：屈折異常と Ocular 

biometric componentsの関連について．第 74 回日本弱視斜視学会総会，倉敷，2018 年 7 月

6日． 

 

63. 平形明人：網膜硝子体手術の合併症から学ぶ．第 20 回網膜ラウンジ，東京，2018 年 7 月 7

日. 

 
64. Inoue M, Hirakata A: Intraoperative optical coherence tomographic findings may predict 

postoperative visual outcome in eyes with idiopathic macular hole. The XXXIst Meeting of the Club 

Jules Gonin, Channel Islands, July 11th-14th, 2018． 

 
65. 山本雅，重安千花，久須見有美，藤井かんな，千葉知宏， 長濱清隆，菅間博，山田昌和： 

Scedosporium による感染性角膜炎の 1例．第 56 回日本眼感染症学会，東京， 2018 年 7 月

14 日. 

 

66. 重安千花，久須見有美，藤井かんな，山田昌和：コンタクトレンズ非関連の感染性角膜炎の

臨床像．第 56 回日本眼感染症学会，東京，2018 年 7 月 15 日． 

 

67. 荒地里江，利根川美香， 重安千花， 久須見有美， 山田昌和： 多機能トポグラフィを用い

たソフトコンタクトレンズ装用者の涙液評価．第 61 回日本コンタクトレンズ学会， 東京， 

2018 年 7 月 15 日. 

 

68. 重安千花：“ Contact lens discomfort” 診断について（症状も含めて）．第 61 回日本コン

タクトレンズ学会， 東京， 2018 年 7 月 15 日. 

 

69. 井上真：白内障術後眼内炎と硝子体内注射後眼内炎の臨床像．第 3回多摩眼科３Mネットワ

ーク，東京，2018 年 7 月 18 日． 

 

70. 北善幸：緑内障診断と治療．日本点眼研究所社内勉強会，東京，2018 年 7 月 19 日． 

 



71. Yonekawa Y, Storey P, Tauqeer Z, Wolfe J, Shah S, Shah AR, Koto T, Abbey A, Morizane Y, Wood E, 

Sharma P, Morizane-Hosokawaka M, Jeng-Miller K, Obeid A, Borkar D, Chen E, Williams P, Inoue M, 

Shiraga F, Hirakata A, Okada A, Shah C, Prenner J, Todorich B, Garg S: Endophthalmitis rates of prefilled 

ranibizumab syringes compared to conventional ranibizumab vials: an international multicenter study. 

Annual Meeting of the American Society of Retina Specialists, Canada, July 20th-25th, 2018. 

 
72. Inoue M: 27-gauge vitrectomy for proliferative diabetic retinopathy.(3D video). Annual Meeting of 

the American Society of Retina Specialists, Canada, July 20th-25th, 2018. 

 
73. El-Rayes, Awh C, Claes C, Garcia Arumi J, Inoue M, Kadonosono K, packo K, Rezaei K, Rizzo S, 

Sabiti K: Vitreoretinal Surgical Techniques: (How Do I Do It?) 3D Video Panel. Instruction course. 

Annual Meeting of the American Society of Retina Specialists, Canada, July 20th-25th, 2018． 

 
74. 井上真：Expert Panel Discussion. 9th Kanagawa Retina Forum， 横浜，2018 年 7 月 27 日． 

 

75. 井上真：網膜下出血に対する外科的治療．第 1回 Okinawa Retina Summer Meeting，那覇，

2018 年 7 月 28 日． 

 

76. 慶野博：ぶどう膜炎診療アップデート．第 6回順天堂大学浦安眼科サマーセミナー，浦安，

2018 年 8 月 1日. 

 

77. 慶野博：ベーチェット病難治性ぶどう膜炎のマネージメント 〜インフリキマブを中心に〜． 

Infliximab User’s Meeting in TOHOKU，福島，2018 年 8 月 1日. 

 

78. 北善幸：おさえておこう！緑内障診断と治療のコツ．アルコンファーマ ウェブシンポジウ

ム，武蔵野，2018 年 8 月 22 日． 

 

79. 北善幸：PPG？緑内障なの？多摩地区緑内障勉強会 AYR 2018，立川，2018 年 9 月 1日． 

 

80. 井上真：薬物療法時代の硝子体手術．DME治療における私のこだわり〜Medical? Surgical?

〜，大阪，2018 年 9 月 9日． 

 

81. Storey P, Tauqeer Z, Todorich B, Wolfe J, Shah S, Shah AR, Koto T, Abbey A, Morizane Y, Wood E, Sharma 

P, Wood E, Morizane-Hosokawaka M, Harkey S, Jeng-Miller K, Obeid A, Borkar D, Chen E, Williams P, 

Okada A, Inoue M, Shiraga F, Hirakata A, Shah C, Prenner J, Yonekawa Y, Garg S: Prefilled ranibizumab 

syringes and endophthalmitis following intravitreal injection. the 51st Annual Scientific Meeting of the 

Retina Society, San Francisco, Sept 12th-15th, 2018. 

 
 



82. 平形明人：血管新生緑内障；網膜硝子体専門医の Standpoint．第 29 回日本緑内障学会，新

潟，2018 年 9 月 14 日-16 日. 

 

83. 吉野 啓：濾過胞に依存しない線維柱帯切除術．第 29 回日本緑内障学会，新潟，2018 年 9 月

14 日-16 日. 

 

84. 北善幸：MIGS と 360 度隅角カラー撮影画像．第 29 回日本緑内障学会，新潟，2018 年 9 月 14

日-16 日. 

 

85. 齊藤恒浩，北善幸，村井顕子,五月女典久，角田和繁，平形明人：網膜電位計 RETeval を用

いて測定したphotopic negative responseによる緑内障の診断力．第29回日本緑内障学会，

新潟，2018 年 9 月 14 日-16 日. 

 

86. 新井千賀子，鈴木由美，浜由起子，満川忠宏，尾形真樹，小田浩一，平形明人： 小児のロ

ービジョンケアのニーズ．第 27 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会，神戸，2018

年 9 月 14 ⽇． 

 
87. Kato Y, Inoue M, Itoh Y, Hirota K, Koto T, Kita Y, Hirakata A: The impact of 

glycemic control and renal function on surgical outcomes of 25-gauge vitrectomy 
for proliferative diabetic retinopathy. Austlia, September 20th -23th, 2018. 

 
88. Kubo S, Inoue M, Kato Y, Keino H, Okada AA, Hirakata A: A case of uveal effusion syndrome treated by 

vitrectomy with sclerostomy. Euroretina 2018 Congress. Austlia, September 20th-23th, 2018. 

 
89. Kusumi Y, Matsuki N, Inoue M, Yamamoto A, Okada AA, Hirakata A: Evaluation of cataract surgery 

complications in eyes that have undergone intravitreal injections for age-related macular degeneration. 

European Society of Cataract and Refractive Surgery. Austlia, September 22th-26th, 2018. 
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43. 山田昌和．全身薬による角膜障害．眼科 61：119-123, 2019． 
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療の最新標準． 臨床眼科 増刊号 2018，72:290-294, 2018. 
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床的特徴と経過．日眼会誌 122：912-919, 2018. 

 

57. 久保さえ子、厚東隆志、加藤悠、井上真、平形明人、石田均 1（1杏林大・医・糖代内科学）：
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59. 井上賢治 1,2，平塚義宗 1,3，加藤聡 4，小野眞史 5，久米川浩一 6，齋藤雄太 7，崎元暢 8，篠崎

和美 9，須賀洸希 10，野田知子 11，野田実香 12，平形明人，堀裕一 13，溝田淳 14，平山信隆 1,15，

福田敏雅 1,16，福下公子 1,17，山口達夫 1,18（1東京都眼科医会，2井上眼科病院，3順天堂大，4

東京大，5日本医科大，6東京慈恵会医科大，7昭和大，8日本大，9東京女子医科大，10東京医
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1. 平形明人（分担執筆）：乳頭ピット黄斑症候群の診断と治療．7年前の常識は現在の日常識－

眼科診療の最新標準．臨床眼科 72（増刊号）．医学書院，2018. p250-255． 

 

2. Okada AA（分担執筆）: Behçet's disease. In: Ophthalmology, Fifth edition, M Yanoff, J Duker 
(eds.), Elsevier, London, 2018. p 

 
3. 岡田アナベルあやめ，大野京子，佐藤美保，外園千恵（編集）「加齢性疾患への対応Q＆A」．東京，

メディカル葵出版，2018，Vol. 35, Supplement．  

 

4. 山田昌和（分担執筆）：ドライアイ判定基準．図説コンタクトレンズ完全攻略，小玉裕司編．

メディカル葵出版，2018．ｐ19-25． 

 

5. 山田昌和（分担執筆）：点状表層角膜症ほか．眼科疾患最新の治療 2019-2021．大橋裕一，村

上晶編．南江堂，2019．ｐ49-51． 

 

6. 井上真（分担執筆）：眼底出血．今日の治療指針 2019、医学書院，2019. p1520-1521． 

 

7. 井上真（分担執筆）：網膜細動脈瘤．眼科疾患の最新治療 2019-2021、南江堂，2019. ｐ243−244． 

 

8. 井上真（電子メディア）：Surgery: Vitrectomy with foveal sparing ilm peeling and cataract 
surgery for myopic retinoschisis. Orbis Cybersight 
(https://cybersight.org/portfolio/surgery-vitrectomy-with-foveal-sparing-ilm-peeling-and-
cataract-surgery-for-myopic-retinoschisis/), 2018. 

 

 



9. 厚東隆志（分担執筆）：網膜・硝子体疾患手術手技バックリング手術. 7 年前の常識は現在の

日常識－眼科診療の最新標準．臨床眼科 72（増刊号）．医学書院，2018. p 263-266, 2018. 

 

10. 加藤悠，厚東隆志（分担執筆）:眼内レンズ縫着術. 眼内レンズ偏位・脱臼に対する手術-最

新版．臨床眼科 73（増刊号）．医学書院，2018 p158-163, 

 

11. 北善幸（分担執筆）：OCTで判断する黄斑部内層厚変化．富田剛司編．緑内障を見逃さない 眼

底・OCT の見かた．東京，日本医事新報社，2018．p 44-48． 

 

12. 北善幸（分担執筆）：OCT 診断のピットフォール．富田剛司編．緑内障を見逃さない 眼底・

OCT の見かた．東京，日本医事新報社，2018．ｐ73-79． 

 

13. 北善幸（分担執筆）：緑内障．眼科スゴ技 OCT・OCTA．2．小椋祐一郎，瓶井資弘監修．東京，

メディカ出版，2019．ｐ24-29． 

 

14. 重安千花（分担執筆）：薬剤毒性角膜症. 眼科診療ビジュアルラーニング 角膜，結膜．井上

幸次 編集．東京, 中山書店, 2019. p240-243． 

 

15. 松木奈央子：学会印象記 ESCRS 2018. VISION TIMES Vol 25 No.4，東京，参天製薬株式会

社，2018. p26-27． 

 

16. 加藤悠，厚東隆志（分担執筆）:眼内レンズ縫着術. 眼内レンズ偏位・脱臼に対する手術-最

新版．臨床眼科 73（増刊号）．医学書院，2018 p158-163． 

 

Ⅳ．報告書（官公庁、公的機関、産学連携等）  

 
1. 山田昌和（分担研究者）：平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事

業），希少難治性角膜疾患の疫学調査報告書，2018 年 5 月． 

 

2. 山田昌和（研究代表者）：平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業），成人眼科検診の有用性，実施可能性に関する研究報告書，

2018 年 5 月． 

 

Ⅴ．その他（新聞掲載、メディア出演、受賞、学会主催、巻頭言、対談、オピニオン、特許等） 

 
1. 平形明人：特集「眼科疾患と全身病」巻頭言．杏林医学会雑誌 特集 全身疾患と皮膚症状・

眼科疾患と全身病，東京，杏林医学会 49：239，2018. 



2. 平形明人：評議員指名講演「生体イメージングと眼病理」巻頭言．日眼会誌, 2019. 

123:199-201． 

 

3. 平形明人（取材協力）：眼の病気．最新治療データで探す名医のいる病院 2019．東京，医療
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